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自己紹介
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■所属
PwCコンサルティング合同会社
トラストコンサルティング サイバー＆リスクコンサルティング

■専門領域
営業秘密・重要技術情報保護、IP（知財）ガバナンス、サプライチェーン情報保護

■実務経験
大手外資系メーカーにて、知的資産保護部門の日本地区統括として、営業秘密・技術情報
等の重要情報保護を推進。国内拠点の情報管理体制整備、重要情報の特定、管理ルール
整備、教育・監査、グローバル重要サプライヤーへのトレーニング・監査を実施。

■現在の活動
PwCでは、IPガバナンスコンシェルジュサービスを展開し、宇宙・基幹インフラ・自動車産業
等を中心に、営業秘密管理・重要技術情報保護・知財ガバナンス高度化を支援。

■執筆/展開サービス
PwCコラム 「営業秘密」の保護と利活用シリーズ(第１回~第6回) (Link)
PwCコラム 「高まる無形資産の重要性と権利侵害を防ぐ体制構築」 (Link)
PwCコラム 「職務発明制度は”法対応”から”価値創造”へ」 (Link)
IPガバナンスコンシェルジュ (Link)
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Senior Manager

Consulting, Japan
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1.社会的背景 | 人材流動化と専門人材採用の広がり
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 企業はビジネススピードの加速に対応するため、即戦力・専門人材を外部から取り込む必要性が高まっています。

 個人もまた、会社任せのキャリア形成ではなく、自らの専門性・市場価値を高めるために職場を選ぶ傾向にあります。

ビジネススピードの加速による
即戦力・専門人材のニーズ

• 社内育成だけでは変化に間に合わない
• DX、AI、研究開発、新規事業、海外展

開などで外部人材が必要

• 対外的な説明責任を果たすための専門
的なコーポレート人材の需要

雇用・組織モデルの変化と
個人のキャリア志向の変化

• メンバーシップ型・長期雇用中心から、
ジョブ型・専門性重視へ

• ローテーション任せではなく、
専門性・市場価値・キャリア自律を重視
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2.前提 | 中途採用者が“持ち込むもの”
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 中途採用者は、前職で培った経験・スキル・業界知識・人脈を持って入社します。その中には、本人が自由に活かせ
るものと、前職企業に帰属し得る情報・契約上利用が制限されるものが混在していると考えられます。

経験・スキル
業務遂行能力、専門知識、開発経験、
営業経験、マネジメント経験

経歴・属性

人脈・顧客接点

前職固有の情報

どの会社で、どの職種・職位で、
どの製品・顧客・技術に関わっていたか

名刺、業界ネットワーク、
顧客・取引先担当者との関係性

技術情報、価格、顧客情報、経営情報

契約上の制約 NDA、競業避止、職務発明・職務著作物の制約
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3.中途採用者による情報流入防止のポイント
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 中途採用者による情報の流入は、採用面接から始まっています。

 面接、入社前・入社時、入社後のそれぞれで情報流入防止の対応策を検討する必要があります。

採用面接
入社前・
入社時

入社後
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4-1.採用面接 |その質問、前職情報を聞き出していませんか？
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 中途採用では、候補者の経験・能力を確認するために、前職での実績や工夫を聞く場合がありますが、聞き方によっ
ては、前職の秘密情報・契約上利用が制限された情報に（意図的でなくとも）踏み込んでしまう可能性があります。

1 前職では、このタイプの案件をどう勝ち切って
いましたか？

上記のうち、好ましくない質問はどれでしょうか

6 前職で失敗したアプローチがあれば、当社でも
避けたいので教えてください。

2 前職製品と比べて、当社製品はどこが弱い
と思いますか？

7 前職では、競合に勝つためにどのような価格・
条件を提示していましたか？

3 前職で使っていたテンプレートやチェックリスト
は使えますか？

8 前職で担当していた顧客の課題や不満は、ど
のようなものが多かったですか？

4 前職では、どの顧客層にどのような提案が刺さ
っていましたか？

9
前職で使っていた評価基準やKPIを、当社でも
参考にできますか？

5 前職の開発では、どの方式がうまくいきました
か？

10 前職で使っていたベンダーや外部パートナー
は、当社でも使えそうですか？
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4-2.採用面接 |聞くべきは「前職情報」ではなく「能力」
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 前スライドの質問はいずれも、前職の顧客情報・価格情報・技術情報・業務資料・失敗ノウハウ等に踏み込む可能性が
あるものでした。中途採用面接では、前職固有の情報ではなく、秘密情報を使わずに説明できる経験・判断軸・再現可
能な能力に質問を置き換える必要があります。

1 前職では、このタイプの案件を
どう勝ち切っていましたか？

7
前職では、競合に勝つために
どのような価格・条件を提示し
ていましたか？

8
前職で担当していた顧客の課
題や不満は、どのようなものが
多かったですか？

4
前職では、どの顧客層にどの
ような提案が刺さっていました
か？

顧客別提案・価格・契約条
件・競争戦略・顧客別ニー
ズ（非公開の課題など）に
入りやすい

類似案件で、一般的に重視する提案設計の
観点は何ですか？

価格以外で提案価値を高める観点を教えて
ください

顧客課題を把握する際の一般的なヒアリン
グ観点は何ですか？

担当した市場領域と、一般的な営業プロセス
を教えてください

前スライドの質問 何が問題か？ 置き換え例

10
前職で使っていたベンダーや
外部パートナーは、当社でも使
えそうですか？

外部パートナーを選ぶ際の一般的な評価観
点は何ですか？

前職での取引関係や選定
理由、ベンダー評価などの
非公開情報に触れやすい

次スライドへ続く
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4-2.採用面接 |聞くべきは「前職情報」ではなく「能力」(続き)
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2
前職製品と比べて、当社製
品はどこが弱いと思います
か？

6
前職で失敗したアプローチが
あれば、当社でも避けたいの
で教えてください。

5 前職の開発では、どの方式が
うまくいきましたか？

前職の技術判断・製品評価
・失敗ノウハウに触れやす
い

公開情報に基づき、当社製品の改善余地を
どう見ますか？

新規検討時に、一般的に確認すべきリスク
観点は何ですか？

同種開発で、一般的に重視すべき設計観点
は何ですか？

前スライドの質問 何が問題か？ 置き換え例

9
前職で使っていた評価基準や
KPIを、当社でも参考にできま
すか？

3
前職で使っていたテンプレート
やチェックリストは使えますか
？

営業・開発組織で一般的に見るべき指標は
何ですか？

当社資料を前提に、改善観点を助言できま
すか？前職の資料・業務プロセス

・管理指標の共有を誘発し
やすい

前職固有の情報ではなく、一般化された経験・判断軸・再現可能な能力を聞きだすことが重要



PwC

4-3.採用面接 |候補者が前職情報を話してしまったら
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気付く
顧客名、価格、技術、設計、失敗事例、前職資料などに話が入り始めたら
リスクを察知する。

高リスク職種・競合近接職種では面接官向けの事前レクチャーやNG質問例の共有を推奨します

 候補者が実績を説明する中で、意図せず前職の秘密情報を発言してしまうことがあります。

 現場に明るい面接官は候補者の深堀りだけでなく、そのリスクに気づき、会話を止められるリテラシーが必要となります。

止める

広げない

切り分ける・残す

「その内容は前職の秘密情報に当たる可能性があるため、具体的な説明は
ここまでにしましょう」と伝え制止する。

追加質問などで深堀りしない。詳細をメモしない。
面接官の間や社内で不必要に共有しない。

採用評価・配属判断・関連PJの判断からその情報を切り離す。
技術情報等の内容は記録せず、当該対応事実のみを記録する。
高リスク時は、当該情報を聞いた面接官の実務における関与範囲を見直す。
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5-1.入社前・入社時 |整えるべき契約・宣誓
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面接プロセス内 前職との契約・制約の有無

これらは基本的な対応策であるため、実施していない場合は早急な対応が必要

 前職との契約・制約は、内定前に予定職務・配属先・担当PJとの関係で確認する必要があります。

 入社時には、自社との秘密保持契約や持込み禁止の宣誓により、第三者情報を持ち込ませないことを確実にします。

オファー前
（社内確認）

入社時

予定職務・配属先・担当PJとの抵触
確認

自社との秘密保持契約

タイミング 確認・整備するもの ポイント

• 競業避止、秘密保持、退職時誓約などの具
体的な制約を確認しておく。

• 不明瞭な場合は確認を促す。

• 人事・配属部門・配属プロジェクト等で、
採用条件や契約先との契約条件等に基づく
配属調整の要否を確認

前職成果物等の持込み禁止の
宣誓・確認書

• 自社秘密の保護に加え、第三者秘密の不正
利用禁止も明確化

• 前職資料、データ、コード、顧客リスト、
テンプレート等を持ち込まないことを確認
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5-2.入社前・入社時 |バックグラウンドチェック
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※令和７年１２月２６日に公表された内閣府『研究セキュリティの確保に関する取組のための手順書』にお
いて、特定開発プログラムの運営に関与するものへのデューディリジェンスの実施が“必要である”としてお
り、この考え方そのものは、民間企業においても取り入れる余地はあると考えられます。

 バックグラウンドチェックは一律に禁止されるものではなく、採用目的・予定職務との関係で必要な範囲に限定する必
要があります。

一律NGではない

• 採用目的・予定職務との関係で必要な
範囲であれば実施し得る

ただし無限定にはできない

• 公正採用・個人情報保護・本人説明お
よび同意・適切な情報管理が前提
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5-3.入社前・入社時 | 自社技術の証拠化（技術封印）
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 採用予定者の前職と関連する技術を自社が既に保有・開発している場合、入社前の時点でその内容を証拠化してお
くことで、後に技術情報の流入を疑われた際に、自社が先に保有していたことの説明を支えることができます。

証拠化していない場合

• 自社が以前から関連技術を保有してい
たとしても、当時の技術内容や保有時
点を客観的に示せず、入社後に前職情
報を利用して生まれたものではないか
との疑義に、十分な説明ができない可
能性がある。

入社前に証拠化している場合

• 入社前時点の技術内容と保有事実を
客観的に示すことができ、自社による先
行保有・独自開発であることの説明を
補強できる。

関連技術が存在する場合は、採用予定者の入社前に、タイムスタンプ、公証制度などによる技術封印により
保有時点を証拠化しておくことも一案であり、高リスク職種の場合に検討すべき。
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6-1.入社後 | 前職の秘密情報の不正利用防止
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 前職情報の不正利用は、中途入社従業員本人の倫理観だけでなく、周囲からの働きかけや業務環境によって生じ得
ます。特に高リスクな場合、本人の心理に変化を生むインプットに着目し、配属後の環境を整えることが重要です。

プレッシャー

即戦力として
過度な早期成果を
求められる

成果が出ないことへの
焦りや評価不安が
生じる

現実的な期待値を
設定し、定期的に
状況を確認する

周囲からのインプット 本人に生じる心理 対応例

機会

正当化

前職と近接するPJや
情報へアクセス可能・
持ち込みが容易

前職情報を使っても
気付かれないと
考える

アクセスを限定し、
成果物の情報源・
開発経緯を確認する

上司から「前職では
どうしていたの？」
と聞かれる

会社のために経験を
活かすだけだと
正当化する

前職固有の情報はなく、
一般化された知見・
判断軸を求める



PwC

モニタリング期間（例：入社後２年間）

6-2.入社後 | 継続的モニタリング
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 前職との技術的近接性や予定業務との重なりが大きい場合には、採用後の業務内容を定期的に確認し、成果物の
情報源や独自開発の経緯を説明できる状態にしておくことが重要です。

配属時 定期・マイルストーン毎 業務・PJ変更時 疑義発生時

対象PJを登録 成果物と経緯を確認 リスクを再評価 切り分け・利用停止

技術的近接性の高い
関与PJを特定

・情報源の確認
・技術的判断の

根拠の確認

担当業務・
アクセス範囲を見直す

記録を保全
法務・知財等へ相談



PwC

7.まとめ
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 人の流動性を妨げず、前職情報の流入を防ぐためには、すべての中途採用者に共通する基本対策と、高リスクな場
合に追加する対策を分けて設計することが重要です。

採用面接 入社前・入社時 入社後

基本対策

高リスク時の
追加対策

前職情報ではなく、
経験・能力・判断軸を聞く

面接官への事前レクチャー、
質問のすり合わせ、

記録方法などの追加統制

前職との契約・制約を確認
持込み禁止を宣誓する

配属・アクセス範囲の調整、
自社技術の証拠化

前職情報を使わせない業務環
境を整え、相談を促す

関与PJの継続モニタリング、
疑義発生時の

利用停止・切り分け

「人の経験・能力は活かし、前職の秘密情報は使わせない」という共通認識を醸成することから始める必要
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